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「体験」が力に
子どもたちを取り巻く環境が、大きく変化してきている現代社会においては、以前は子

どもたちが普通に「体験」できていたことが、難しくなってきています。
現在、１，２年生の教科となっている「生活科」が導入されたのが平成４年。その当時

からすでに「体験活動の希薄化」が問題となっていて、当時の小学生が描いた「４本足の
にわとり」の絵が話題にのぼりました。そのような経緯から、導入にあたって中心にすえ
られたのが「体験活動の重視」でした。言葉や授業でいくら説明しても、実感がともなわ
なければ、知識としての定着も弱く、実生活に生かしていくことも難しくなります。まさ
に「百聞は一見にしかず」です。
内小友小学校でも、全校田植え体験や宿泊体験学習などの行事や、各学年での様々な体

験活動（フィールドワーク）を取り入れて、子どもたちの確かな成長をつなげていきたい
と考えています。体験活動を行うには、地域や保護者の皆様からのご理解とご協力が不可
欠です。引き続きよろしくお願いいたします。

＜６年 池田氏庭園見学＞ ＜４年 消防･警察署見学＞ ＜３年 アグリフライト訪問＞

＜４年 ゴーヤ植え付け＞ ＜３年 市内巡り＞ ＜２年 町探検＞

＜1,2年 モリボの里＞ ＜４年 バリアフリー体験＞

この後の体験活動（予定）
７月：ふるさと村(3,4年)

余目ビオトープ(５年)
下水処理場見学（４年）

９月：クリーンセンター(４年)
ふるさと村(1,2年)

10月：全校稲刈り
11月：トヨタ工場見学(５年)

そば打ち体験（３年）
12月：秋田さきがけ(５年)


